
Ｒ4年度入試 数学 解説 

(１) 点B は放物線②を通るので，xxP2 を代入すると， 
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 よって，点Ｂの座標は (P2，P1)  

(２) 点D は放物線②を通るので，xx4 を代入すると， 
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 よって，点D の座標は (4，P4)  

 点A，C は放物線①を通るので，yxax2 にxxP2 , xx4 を代入すると， 

 点A は yxaA(P2)2x4a ，点C は yxaA42x16a  

 よって，点A(P2, 4a)，C (4, 16a)  

 点A，C からx 軸上に下ろした垂線の交点をP，Q とすると，P (P2, 0)，Q (4, 0)  

 台形ABCD の面積は 
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 ここで，面積は45 より，60aO15x45  

 よって，ax
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(３) (２)より点A(P2, 4a)，C (4, 16a) より，直線AC の式をyxbxOc とおくと，  

  
4axP2bOc
16ax4bOcÇ  これをb, c について解くと，bx2a，cx8a  

 ゆえに，直線AC の式は yx2axO8a  

 点E は直線AC 上より，(0, 8a)  

 点B，C からy 軸上に下ろした垂線の交点をQ，S とすると，Q (0, P1)，S (0, 16a)  

 よって，三平方の定理より 

  BE2xBQ2OQE2x22O 8aP(P1)« ¬2x64a2O16aO5 　@@@①  

  EC2xCS2OSE2x42O(16aP8a)2x64a2O16 @@@②  

 △BEC は二等辺三角形であり，∠BEC は鈍角であるからBExEC 。 

したがって，BE 2xEC 2 なので，①と②より 

  64a2O16aO5x64a2O16  

  16ax11  

 よって，ax
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